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広報うおづ (2)平成元年11月

1ございます‘
自民市浦

11月2日に魚津市役所で、表彰式が次の18名の方がたと3団体に決まり、者が、

〈順不同〉

山
城

定
一
さ
ん

(ω
歳
)

東
減
三
、
一
三
一
|
四

多
年
に
わ
た
り
東
城
二
区
納
税
貯

蓄
組
合
長
と
し
て
納
税
思
想
の
普
及

に
努
め
、
納
税
成
績
の
向
上
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

岩
崎

新
作
さ
ん

(
臼
歳

舛
田
五

O

多
年
に
わ
た
り
岩
高
区
区
長
と
し

て
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

平
田

英
夫
さ
ん

a歳
)

経
田
中
町
二
|
四
五

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

沢
田

健
さ
ん

(
印
歳
)

持
光
寺
九
八

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

経
団
小
学
校
育
成
会会

長

菊
池

敏
紀
さ
ん

長
野
県
和
田
小
学
校
と
の
姉
妹
提
携
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

P
・
T
-A

活
動
を
通
じ
、
児
童

・
生
徒
の
健
全
育
成
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
美
術
文
化
協
議
会

会

長

中
村

松
之
助
さ
ん

多
年
に
わ
た
り
美
術
文
化
の
振
興

・
育
成
に
努
め
、
市
民
文
化
の

普
及

・
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
正
義
さ
ん

元
歳
)

友
道
二
、
二
七

永
年
に
わ
た
り
詩
吟
道
の
普
及

・

発
展
に
努
め
、
神
風
流
総
元
代
範
富

山
県
総
支
部
長
と
し
て
市
民
文
化
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸
ス
ミ
子
さ
ん

(
悦
歳
)

駅
前
新
町
九

l
二
四

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し

て
迅
速

・
正
確
か
つ
旺
盛
な
責
任
感

を
も
っ
て
調
査
に
精
励
し
、
統
計
の

普
及
と
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、

本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

西
尾

一
郎
さ
ん

(
印
歳
)

吉
島
二
、
四

O
六

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に

あ
っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、

本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。



砂おめでとう1
色
側

平成元年の魚津市政功労

行われます。

越

と
め
さ
ん
(
叩
歳
)

吉
島
二
八
五

平成元年11月広報うあ、づ

多
年
に
わ
た
り
日
赤
奉
仕
団
委
員

長
と
し
て
積
極
的
に
赤
十
字
事
業
の

推
進
に
あ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

(3) 

稲
葉

清
吉
さ
ん

(
九
歳
)

末
広
町
八
l
七

さし
れて多
ま地年
し域に
た{主わ
。民た

のり
福民
祉生
増児
進童
に委
尽員
くと

林

秋
男
さ
ん

(
初
歳
)

友
道
九
六
六

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

宗
隆

美
則
さ
ん
(
m
w
歳
)

島
尻
一
、
三
八
五

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

船
田

安
子
さ
ん
(
九
歳
)

末
広
町
八
|
二
七

多
年
に
わ
た
り
母
子
衛
生
思
想
の

啓
蒙
と
普
及
に
努
め
、
母
子
保
健
事

業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会

会

長

堀
内

は
つ
い
さ
ん

昭
和
町
年
以
来
、
組
織
ぐ
る
み
で
積
極
的
か
つ
愛
情
あ
る
交
通
指

導
に
取
組
み
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及

・
高
揚
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

山
口

憲
二
さ
ん

(
九
歳
)

住
吉
二
、
五
三
四

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
自
立
経
営
農
家
の
育
成
と
農

用
地
利
用
増
進
に
努
め
、
農
業
の
振

興

・
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

津
山

正
之
さ
ん
(
印
歳
)

長
引
野
三
一

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
自
立
経
営
農
家
の
育
成
と
農

用
地
利
用
増
進
に
努
め
、
農
業
の
振

興

・
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

早
崎

弘
さ
ん

(
似
歳
)

川
原
一
七

永
年
に
わ
た
り
野
菜
栽
培
技
術
の

研
究
と
改
良
に
努
め
、
本
市
疏
莱
生

産
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

北
島

重
松
さ
ん

(
部
歳
)

諏
訪
町
七
|
八

大
正
七
年
か
ら
沿
岸
漁
業
一
筋
に

従
事
し
、
独
自
の
漁
法
を
開
発
す
る

な
ど
、
本
市
水
産
業
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

井
手

妙
子
さ

ーん
良~ 39 
丸歳
九)
九

家
庭
婦
人
に
あ
っ
て
、
独
創
的
な
練
習
と
工

夫
の
も
と
、
ス
ケ
ー
ト
選
手
と
し
て
冬
期
国
体

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
七



(4) 広報うおづ平成元年11月

納
期
案
内

国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
分
の
納
期
限
は
、
日
月
叩
日
で
す
。

税を知る週間

1 1月11日(土)
-17日働

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
日
月
日
日

か
ら
げ
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の

意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
各
種
の
行
事
を
全
国

的
に
行
い
ま
す
。

魚
津
市
内
に
お
け
る
主
な
行
事
は

次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
機
会
に
お
出
か
け
に
な
り
、

税
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

。
ミ
ヌ
魚
津
ス

υ
iク
イ
ー
ン
に
よ

る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

。
と

日
月
日
日
(
金
)

午
後
2
時
ぬ
分

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

き

O

と
こ
ろ

。
材
木
小
学
校
児
童
に
よ
る
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
会

日
月
刊
日
(
金
)

午
後

3
時

O

と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

(
雨
天
の
と
き
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
タ
ジ
オ
で
)

。
と

き

。
納
税
書
道
展
一
及
び
暮
ら
し
の
中
の

税
金
展

日
月
日
日
(土

)
l
げ
日
(
金
)

O

と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

l

市
内
小
学
五
年
生
の
書
道
「
笑

顔
で
納
税
L

応
募
作
品
の
展
示

2

「税
」
に
関
す
る
標
記
の
展
示

3

国

・
県

・
市
の
各
種
ポ
ス
タ
ー

。
と

き

の
展
示

4
暮
ら
し
の
中
の
税
金
資
料
展
示

5

地
酒
展
示
と
試
飲

・
即
売

。
臨
時
税
務
相
談
所
の
開
設

日
月
日
日
(土

)1
日
日
(
木
)

O

と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

税
理
士
及
び
税
務
相
談
室
富
山

分
室
の
税
務
相
談
官
に
よ
る
無
料

税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

(
魚
津
税
務
署
提
供
)

。
と

き

平
成
元
年
中
に
と
り
こ
わ
さ
れ
た

家
屋
(
建
物
)
は
、
早
急
に
市
役
所

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
を
き
れ
な
い
と
、

平
成
2
年
度
も
そ
の
ま
ま
家
屋
に
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
間
合
先

市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

E
n
|
2
2
0
0
内
線
問

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
か
ら
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
聞

の
合
計
額
と
一
年
間
の
給
与
総
額
に

対
す
る
正
し
い
税
額
と
は
、
次
の
理

由
で
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

①
年
の
中
途
で
出
産
等
に
よ
り
扶
養

人
数
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

②
老
人

・
障
害
者

・
生
命
保
険
料
等

の
控
除
は
年
末
調
整
で
引
く
干
」
と

に
な
っ
て
い
る
。

③
毎
月
引
か
れ
て
い
る
税
額
は
給
与

が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
計
算

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に
給
与

の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、
過
不
足

額
を
精
算
す
る
の
が
年
末
調
整
で
す
。

狩猟解禁日
月
日
日
(
水
)
か
ら
狩
猟
が
解
禁

に
な
り
ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
狩
猟
の

マ
ナ

l
に
留
意
し
て
事

故
の
な
い
安
全
狩
猟
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
銃
や
弾
の
保
管
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

12月4日-10日
わかりますか

人権週間

心の痛み、

近年、いじめによる児童、生徒の自殺や殺人事件が大き

な社会問題とな っています。 rいじめ」は、力の弱い子や

動作の鈍い子を集団で仲間はずれにしたり、無視するとい

う陰湿な実態が明らかになりました。 その原因として、核

家族化や地域社会での正義感、連帯感の希薄化がかんがえ

られますが、何よりも思いやりに欠けることが心配です。

子供たちの健全育成のため、各機関が連携して、地域ぐ

るみの取組みが必要です。



パ
ー
ト
タ
イ
ム

事 業 主上巳
の皆さんパートタイム労働者 同

労
働
指
針
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

/ 

パートタイム
労働旬間

1 1月1日-10日

マ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
は
/

1
日
、
1
週
又
は

1
か
月
の
所

定
労
働
時
聞
が
通
常
の
労
働
者
の

所
定
労
働
時
間
に
比
べ
相
当
程
度

短
い
者
を
い
い
.ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
、

労
働
基
準
法
を
は
じ
め
、
労
働
関

係
法
令
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

マ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
と
は
/

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
処
遇

及
び
労
働
条
件
等
の
改
善
を
図
る

た
め
に
、
雇
入
通
知
書
の
交
付
、

就
業
規
則
の
整
備
、
労
働
条
件

・

雇
用
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
、

労
使
を
は
じ
め
関
係
者
が
考
慮
す

平成元年11月広報うおづ(5) 

べ
き
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

マ
事
業
主
の
方
は
/

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
に
基

づ
き
、
雇
用
管
理
の
点
検
を
し
、

改
善
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
方
は
/

働
く
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

責
任
を
も
っ
て
自
分
の
役
割
を
果

た
し
ま
し
ょ
、
っ
。

マ
間
合
先

富
山
婦
人
少
年
室

8
0
7
6
4
1
辺
l

2
7
4
0

富
山
労
働
基
準
局
監
督
課

宮

0
7
6
4
|
詑

|
2
7
2
7

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、
い
わ

ば
国
が
つ
く

っ
た
事
業
主
の
退
職
金
制
度

で
す
。
月
々
掛
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
を
や
め
た
り
役
員

を
退
職
し
た
と
き
な
ど
、
第
一
線
を
退
い

た
と
き
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
共
済
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

制
度
の
特
色

・
共
済
金
の
額
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
安
全

・
確
実
で
す
、

・
掛
金
は
、
税
法
上
全
額
が
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除
と
し
て
課
税
対
象
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

・
共
済
金
の
支
払
い
は
一
時
払
い
又

は
分
割
払
い
が
選
択
で
き
ま
す
。

(
た
だ
し
、
分
割
払
い
の
場
合
は

rm 

応援します
ゆ/どりある人生

事業主退職金制度
(小企模企業共済)

最
低
賃
金改
正
の
お
知
ら
せ

日
月
1
日
か
ら
富
山
県
最
低
賃
金

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

日

額

3
、
8
3
1円

時
間
額

4
7
9円

産
業
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
よ
り
高

い
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮

n
|
0
5
7
9

一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。)

・
共
済
金
は
、
税
法
上
一
時
払
共
済
金
に

つ
い
て
は
退
職
所
得
扱
い

、
分
割
共
済

金
に
つ
い
て
は
公
的
年
金
等
控
除
扱
い

の
雑
所
得
と
な
り
ま
す
。

-
加
入
者
(
一
定
の
資
格
者
)
は
、
掛
金

の
範
囲
内
で
事
業
資
金
の
貸
付
け
(
一

般
貸
付
け
、
傷
病
災
害
時
貸
付
け
)
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
中
小
企
業
関
係

団
体
(
商
工
会
連
合
会

・
市
の
商
工
会

・

商
工
会
議
所

・
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な

ど
)
及
び
金
融
機
関
の
ほ
か
県
の
商
工
担

当
課

・
通
商
産
業
局
の
中
小
企
業
課
又
は

中
小
企
業
事
業
団
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

去
」
い
。

Z

Mヘ
…
霞
冊
一弘
一噌
冊
以
噂
U
Jee---ed
--e

翠
刻
一…朝一一週
一…r
euE
一

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労
働

者
が
失
業
し
た
場
合
に
就
職
す
る
ま

で
の
生
活
の
安
定
を
援
助
す
る
制
度

で
す
。
失
業
給
付
の
受
給
資
格
は
、
積
極

的
に
就
職
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
就

職
で
き
る
能
力
が
あ
り
、
仕
事
を
探

し
て
い
る
人
に
限
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。こ
の
よ
う
な
雇
用
保
険
制
度
の
趣

旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て
い
る
の
に
、

そ
の
事
実
を
隠
す
な
ど
し
て
不
正
に

受
給
す
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

不
正
に
受
給
し
ま
す
と
、
不
正
に
受

給
し
た
金
額
の
ほ
か
に
同
額
の
金
額

の
納
付
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
に
お
い
て
も
、
故
意
に

偽
り
の
記
載
を
し
た
離
職
証
明
書
な

ど
を
発
行
し
た
場
合
に
も
、
不
正
受

給
と
し
て
処
分
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

失
業
給
付
は
、
労
働
者
、
事
業
主

の
方
々
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
と
国

民
の
貴
重
な
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
制
度
を
十
分
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
正
し
く
受
給
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

O
間
合
先

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険

課

g
M
|
O
3
6
5



広報うあ、づ (6)

大町・経由

幼稚園児

平成元年11月

入園申込み受付け

幼
稚
園
名
及
び
募
集
人
員

O
大
町
幼
稚
園

4
歳
児

ω名

5
歳

児

約

ω名

O
経
団
幼
稚
園

4
歳
児

ω名

5
歳
児
約
日
名

入
国
願
書
は
、
各
幼
稚
園
と
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

①
願
書
受
付
期
間

日
月
日
日
(
土

)
i
U
月
初
日
(
月
)

午
前
9
時
i
午
後

5
時

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
限

日
は
、
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

①
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
又
は
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
E
n
l
2
2
0
0
内
線
制

①
入
国
資
格

満
4
歳
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
幼
児

4
歳
児昭
和
印
年
4
月
2
日
か
ら
日
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

5
歳
児昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら

ω年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

令、ムJ

お診就
ら知断学
せf への時

健
康

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

。
該
当
者

昭
和
問
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
日

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

。
検
診
日
程

校

下

検

診

日

開

始

時

間

大

町

小

口

月

日

日

(息
日
時

住
吉
小
口
月
口
日
(
念
日
時
初
分

上
中
島
小
口
月
日
日
(準
日
時
初
分

松

倉

小

口

月

日

日
(事
日
時

坪

野

小

口

月

日

日

(在
日
時

上
野
方
小
口
月
6
日
(旦
日
時

本

江

小

口

月

刊

日

(念
日
時

片

目
(
小
口
月
日
日
(水
)日
時

吉

島

小

口

月

却

日

(水
)日
時

道

下

小

口

月

8
日
(水
)日
時

経

団

小

口

月

8
日
(水
)日
時
初
分

西
布
施
小
口
月
幻
日
(
在
日
時
ぬ
分

。
検
診
の
場
所
は
、
各
小
学
校
で
す
。

な
お
、村
木
小
は
、
日
月
初
日
(月
)

に
健
康
診
断
実
施
済
み
で
す
。

通
知
書
の
届
い
て
い
な
い
場
合
、

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

岱
②

2
2
0
0
内
線
似

つ
い
て
お
願
川
イ
ハ

¥

せ

ん

で

い

へ
有
事
討
乃
男
主
こ

/
，24
L
F
引
吋

H
u
v
i
b

什・
/
l
v

」
E

・-J
F
-

，F

市
内
の
街
路
樹
も
緑
陰
の
役
目
を

終
え
、
い
よ
い
よ
落
葉
の
季
節
を
迎

え
ま
し
た
。
沿
線
の
皆
さ
ん
に
は
落

葉
の
始
末
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
が
、
日
月
中
旬
か
ら

搬
出む
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
樹
姿
や
樹
勢
の
関
係
で
、

努
定

・
枝
払
い
な
ど
は
市
で
行
い
ま

す
の
で
、
個
人
で
は
行
わ
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
都
市
計
画
課
公
園
係

窓

辺

|
2
2
0
0
内
線
総

片貝南又発電所運転開始

日
本
海
発
電
株
式
会
社
が
、
魚
津
市
三
ケ
地
内
の
片
貝
川
の
南

又
谷
で
建
設
し
て
い
た
発
電
所
が
、

9
月
に
完
成
し
、
叩
月
ロ
日

に
営
業
運
転
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
発
電
所
は
、
北
電
の
片
目
(
第

四
発
電
所
の
南
又
取
水
口
近
く
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
最
大
出

力
は
五
、

O
O
O
J
円
、
発
生
電
力
の
全
部
が
北
陸
電
力
株
式
会
社

へ
供
給
さ
れ
ま
す
。



平成元年11月

全国青少年健全育成強調月間

広報うおづ(7) 

青
少
年
が
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広

い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
は
、
広
く
国
民
の
青
少
年
健
全

育
成
に
対
す
る
理
解
と
自
覚
を
高
め
、
そ
の
定
着

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

H

月
間
の
重
点
実
施
事
項
H

O
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

O
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進

O
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動
の
促
進
及
び

l
l
l
て

ν

有
害
環
境
の
除
去

「

E
豆
o
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及
促
進

n
u
E
o学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
の
充
実

q
U
2
H月
間
の
主
な
事
業

H

d

-

ラ

o親
子
映
画
会
(
入
場
無
料
)

，
f
-

「
が
ん
ば
れ
ノ

盲
導
犬
サ
ー
ブ
」

日

一
「
こ
む
ぎ
色
の
天
使
」

日
月
幻
自
(
祝
)

魚
津
市
民
会
館

。
と

き

11月1

青少年
(青少年育成魚津市民会議)

O
と
こ
ろ

午
後

1
時

1
3
時

全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍

…

村

上

み
ゆ
き幸
さ
ん

、
，

-vp-

a
 

l

，V
 

マ
ユ
ニ
ー
ク

日
ご
ろ
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
身

障
者
が
、
や
さ
し
い
ダ
ン
ス
を
通
じ

て
、
会
員
相
互
の
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
第

8
回
ふ
れ
あ
い
の
広
場
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

O
と

き

ロ

月

3
日
(
日
)
午
後

2
時

O
と
こ
ろ
魚
津
平
安
閑

O
会

費

一

、
二

O
O
円

O
主
催
魚
津
市
身
体
障
害
者
連
合
会

※
申
込
み
及
び
間
合
先

川
上
勇
夫
(
文
化
町
1
の
凶
)

g
n
|
2
4
9
4
 

に
取
り
組
み
、
き
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

北
海
道
の
雄
大
な
自
然
と
、
ひ

た
む
き
な
他
の
選
手
の
姿
、
そ
し

て
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
熱
い

声
援
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
心
あ
た
た
ま

る
交
流
な
ど
、
ど
れ
を
と

っ
て
も

生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
も
っ
と
多
く

の
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
め
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〈
村
上
さ
ん
の
記
録
〉

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
ロ

m
c
m

第
二
位

(
銀
メ
ダ
ル
)

雲気楼ど魚津まつり
「
魚
津
の
墨
気
楼
と
魚
津
ま
つ
り

・
村

ま
つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が

9
月
初
日
に
行
わ
れ
、
次
の
入
賞
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。

①
蛋
気
楼
の
部

市

長

賞

金

浦

町

市

議

長

賞

住

吉

商
工
会
議
所
会
頭
賞

金
山
谷

。
ま
つ
り
の
部

市

長

賞

住

吉

市

議

長

賞

六

郎

丸

商
工
会
議
所
会
頭
賞

大
光
寺

市
観
光
協
会
長
賞
富
山
市

入
選

東

蔵

大
光
寺

本

町

住

吉
新
角
川

入
善
町

〈敬
称
略
〉

宮浜
川辺

政順
昭一

私
は
、

9
月
初
日

-m月
1
日

V

の
両
日
に
わ
た
り
、
札
幌
市
で
閉

山
催
さ
れ
た
第
お
回
全
国
身
体
障
害

九

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(
希
望
と
友
愛

叩
の
は
ま
な
す
大
会
)
に
、
富
山
県

戸

一
選
手
団
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

~

E

大

会

当

日

は

、

秋

晴

れ

の

空

の

ザ

も

と

、

各

選

手

は

日

ご

ろ

の

ハ

ン

民

デ

ィ

を

乗

り

越

え

、

力

一

杯

競

技

九

・
ダ
ン
ス
の
集
い
八
八

ι

佐
々
木
孝
志

武虎
隈谷

和信
男行

宮
崎

洋
子

関
口

夫

内
生
蔵
裕
志

宮

崎

弘

子

永

谷

勇

虎

谷

檀

子

浜

谷

菊

子

田

中

清

二



(8) 広報うおづ

秋

平成元年11月

。おとなりに
あげる安Jl1¥
火の始末

の
全

国
火

災

防
予
日
月

9
日
(
木
)
j
H
月
日
日
(
水
)

こ
れ
か
ら
は
日
ご
と
に
寒
く
な
り
ま
す
が
、

ス
ト
ー
ブ

・
電
気
ご
た
つ
の
消
し
忘
れ
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
大
惨
事
を
引

き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
火
の
怖
さ
や
万
一
の

応
急
措
置
に
つ
い
て
、
家
庭

・
地
域

・
職
場
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

O
高
齢
者

・
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

O
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

O
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

O
百
貨
庖

・
旅
館

・
飲
食
庖
等
不
特
定
多
数
の

者
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物
等
に
係
る
防

火
安
全
の
確
保

0
高
層
建
築
物
に
お
け
る
防
火
安
全
の
確
保

※
火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
、
市
民
の
警
火
心

を
換
起
す
る
た
め
、
午
後

9
時
に
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練

時
に
は
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
と
放
水
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
婦
人
会
な
ど
に
対

し
、
防
火
訓
練

・
防
火
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
J
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮
@
0
2
9
5

守
っ
て
い
ま
す
か
?

火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

-

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し

な
し

2

子
供
は
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な

3

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

4

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
は

な
れ
な
い
。

5

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
し

6

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

7

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近

づ
け
な
い
。

。
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ぺ
魚
津
市
小
学
校
体
育
大
会

μ

↓
小-h
m
月
4
日
、
市
内
日
小
学
校
の

5

1
6
年
生
一
、
三
五
八
名
が
参
加
し

て
、
第

μ
回
魚
津
市
小
学
校
体
育
大

会
が
市
営
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
参
加
者
全
員
の

m
m走

と
障
害
走
、
選
手
に
よ
る
走
り
高
と

び

・
走
り
幅
と
び

・
持
久
走
と
最
後

に
学
校
対
抗
の
側

m
リ
レ
ー
が
行
わ

れ
、
全
力
を
出
し
切

っ
た
爽
や
か
な

笑
顔
が
会
場
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま

し
た
。

平成元年11月広報うおづ(9) 

ぴと幅走

広 憩
の
場の

日
月
ロ
日
(
日
)午
前
日
時

O

と
こ
ろ
本
江
公
民
館

O
会
費

一
般

一
、
五

O
O円

学
生

一
、
0
0
0円

(昼
食

・
参
加
賞
付
き
)

O
シ」き」

ビ
デ
オ
教
室
受
講
者
募
集

日
月
日
日
(
土
)

午
後
l
時
初
分

1

5
時

O

と
こ
ろ
市
教
育
セ
ン
タ
ー

O
定
員

市
民
叩
名
程
度
(先
着
順
)

O
内
容

・
写
し
方

・
題
字
の
入
れ
方

・
効
果
音
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
等

O
申
込
先
市
教
育
セ
ン
タ
ー

B
n
|
2
4
9
5
 

O
シ」ゑ』

O
ク
ラ
ス
別

A
級

有

段

者

B
級

有

級

者

C
級

初

心

者

当
日
、
会
場
で
受
付
。

魚
津
棋
友
会

g
n
1
3
8
5
4
 

O
申
込
み

0
間
合
先

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

石

坂

正

輝

く
ん

(銀
太
郎

・
恵
理

子
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

仏
国

昭
和
臼
年
6
月
日
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一

一言
》

強
さ
と
や
さ
し
さ
を
も

っ
た
男
の

子
に
育

っ
て
ほ
し
い
。

車
希
ち
ゃ
ん
(
進

・
久
美
子

さ
ん
夫
妻
の
次
女
)
布
施
爪

昭
和
臼
年
叩
月
7
日
生
ま
れ

畠
山

/ J 

r" 

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

素
直
な
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
。



み
ん
砲
の
ま
百

E
V

富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

(ベ

41

魚
津
市
で
犯
名
が
受
賞

が

。。広報うおづ平成元年11月

富
山
県
で
は
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
、
ス
ポ
ー

ツ
人
口
の
増
大
並
び
に
地
域
及
び
職

場
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
等
を

図
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
平
成
元
年
度
受
賞
者

が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
、
日
月
日
日
に

県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
で
は
次
の
必
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
(
※
ス
ポ
少
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
略
で
す
。)

①
の
び
の
び
賞

(小
学
生
)

浜
田
啓
史

・
滝
本
一
徳

・
浦
田
隆
正

宮
本
宗
智

・
浅
井
宏
康

・
浜
住
知
明

川
平
孝
雄

・
岡
本
光
子
(
以
上
林
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)

山
田
慎
一
(
片
員
野
球
ス
ポ
少
)

川
上
鈴
香
(
西
布
施
リ
リ

l
ズ
)

林
千
恵
(
片
員
バ
レ
ー
ス
ポ
少
)

大
野
貴
代
(
吉
島
ソ
フ
ト
ス
ポ
少
)

①
い
き
い
き
賞

(
中
学
生
以
上
四
歳

未
満
)

浅
田
真
須
美

・
朝
野
幸
代

・
鍛
治
真

由
美
(
以
上
村
木
水
泳
ス
ポ
少
)

松
倉
知
子
(
林
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)

①
は
つ
ら
つ
賞
(
日
歳
以
上
初
歳
未
満
)

杉

原

誠

(D
E
C
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
)

米
沢
直
人
(
ス
ギ
ノ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
)

谷
口
由
香
子
(
グ
ラ
ス
ポ

ッ
パ
l
)

米
田
真
奈
美

・
吉
野
節
子
(
以
上
ど

ん
き
は
お

l
て
)

①
さ
わ
や
か
賞
(
却
歳
以
上

ω歳
未
満
)

徳
本
憲
喜
智
(
片
員
バ
レ
ー
ス
ポ
少
)

海

野

実

・
川
村
千
年

・
市

六

勝

(
以
上
上
野
方
体
育
協
会
)

魚
住
功
(
村
木
体
育
振
興
会
)

小
坂
明
(
加
積
体
育
振
興
会
)

泉

弘

(

上

村

木

女

子

バ

レ

l
)

畠
山
寛
禅
(
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
レ

l

シ
ン
グ
)

保
里
国
雄
(
西
布
施
体
育
振
興
会
)

経
沢
忠
勝
(
少
年
野
球
連
盟
)

住
田
幸
雄

・
加
藤
孝
(
以
上
車
球

協
会
)

宮
坂
満
男
(
上
野
方
野
球
ス
ポ
少
)

浦
山
弘
幸
(
魚
津
ラ
ガ

l
)

山
内
和
代

・
関
口
久
子
(
村
木
パ
レ

境
久
子
(
村
木
水
泳
ス
ポ
少
)

①
ほ
の
ぼ
の
賞

(
印
歳
以
上
)

富
居
猛
(
加
積
体
育
振
興
会
)

畳
谷
智
津
子
(
村
木
ビ
ー
チ
)

田
原
儀
長
(
村
木
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
)

友
杉
松
清
(
魚
津
剣
友
会
)

大町卓球愛好会

晴れの文部大臣表彰
閃
全
国
勤
労
者
綱
引
大
会

上
中
島
女男
子子

三 次
位勝

労
働
省
主
催
の
第
一
凶
全
国
勤
労

者
綱
引
大
会
が
、
叩
月
7
日
、
富
山

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
上
中
島
チ

ー
ム
が
、
男
子
二
位
、
女
子
三
位
の

素
晴
ら
し
い
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

学
校
体
育
施
設
(
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
)
開
放
の
終
了

東

・
西
中
学
校
及
び
大
町
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
平
成
元
年
度
開
放
を

次
の
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

O
大
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
月
白
日
(
火
)
ま
で

O
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
月
白
日
(
火
)
ま
で

O
東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
月
初
日
(
木
)
ま
で

大
町
車
球
愛
好
会
は
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
健
全
な
普
及
と
発
展
に
貢
献

し
、
地
方
体
育
の
振
興
に
顕
著
な
成

果
を
あ
げ
た
こ
と
で
、
社
会
体
育
優

良
団
体
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

O
設
立
昭
和
白
年
ロ
月
9
日

O
会

長

中

村

誠

一

O
会

員

勾

名

小

学

生

中

学

生

家
庭
婦
人

印
歳
以
上

卓
球
大
会

日
月
日
日
(
日
)
午
前
9
時

O
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

O
参
加
資
格
市
内
在
住
者

O
申
込
み
・間
合
先
山
月
初
日
(
日
)

ま
で
市
卓
球
協
会
事
務
局
(小
松
宅
)

へ
。
包
@
2
3
4
0
へ

O
〉
」
美
C

一回
一月
の
接
墨
田
つ
会

ロ
月
の
歩
こ
う
会
は
、

3
日
(
日
)

に
、
電
鉄
魚
津
駅
前
か
ら
道
下
公
民

館
(
北
鬼
江
)
ま
で
約

M
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
歩
き
、
同
公
民
館
で
反
省
会

・
0

総
会
の
あ
と
懇
親
会
を
聞
き
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
午
前
9

時
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
平
成
2
年
度
会
員
の

申
し
込
み
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
の

で
、
新
し
く
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

も
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
入
会
費

は
、
年
間
一
千
円
。
傷
害
保
険
料
側

円
は
希
望
者
の
み
納
め
て
く
だ
さ
い
。

とき 行事名 ところ

3日傑) 市スポーツ少年団 本江小学校

AM9:00 体育大会 グラウンド

5日(日) 第 7回市綱引選手
総合体育館

AM9:00 権大会

5 日(仕日)) 第 2回市長杯争奪
11日 桃山野球場
AM7:30 高校野球大会

5日(日)
市弓道大会 市弓道場

AM9:00 

市連青バスケ ット 魚津高校

ボール大会 東部中学校

19日(日)

AM9:00 
市ホープス ・カデ

ット・レディース・ 総合体育館

シルバー卓球大会

⑪
 



身
体
の
定
期
点
検

成
人
病
ド
、ソ

ク

自
動
車
に
定
期
点
検
が
あ
る
よ
う

に
、
私
た
ち

の
身
体
も
定
期
的
に
点

検
し
た
い
も
の
|
|
誰
で
も
そ
う
思

う
の
で
す
が
、
日
常
の
忙
し
さ
の
中

で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

国
保
で
は
大
幅
な
助
成
を
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
予
定
人
員
に
ま

だ
達
し
ま
せ
ん
。
ま
だ
か
な
り
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け
た
い
と
思

う
人
は
市
民
課
国
保
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~寸

(す わでンおて 4 

jるまれもグしは視 メガネの j 
lとすて、ラやメ。力 て 句

;き 、はそスれカに 上手な扱い方 !
トはかいのはのネ悩

i必けま割欠小は み ( -i 
lずたせにか 道 必の ~ Iタj
ト両りんぞせ具 需 あ ノグ 11 { 
i手はかんなと品る ノグ 11 { 
iでず 。ざいしで人 {トミミト...___11 ~ 
l 。 し いもてすに 、]Ilrミミゴl
l片た にのもしと 、d 札 J2 1 
l手り 扱 。サ、 つ 、~〆

ムー- ~六t

lおノぞすたか てののら 所に甲 定にメ早で j
lき|い液い汚し矧Jフかレに弱フプししカ、.めす j
lまなででたれまいレいン置いレラたてネてる
lしどか洗あがいた|布ズかの lス状置はしと
;よでらいと固ま布ムでをなでムチ態〈たまフ j
う水、 、は立すでを、 t、い、な ッ でかた ー

。気テあ、つ 。ふ持ふミ注熱どク置、んま I j 
1 をイと洗と くちくと意をのレいつですム 1
t _" ''/十剤き とま側きがもメ ン てるレ 。の f
i Zシ分をや 傷す の は必ちガズ fをンはゆ j
! とユ水溶 、 が 。レ、要やネ、 r.:.開ズずが!
} つ ペでか汗 つのンや 。すはべ e きをしみ t
( て|すしを いりズわ い熱 っ し;安上たを!

ふ一...................................................................................................一一一一一一一一一一4ムー .........................................................................-..ι~~ι一~..d

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
伸
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

胸
の
中
央
の
胸
骨
が
漏
斗
、
つ

ま
り
じ
よ
う
ご
の
よ
う
に
へ
こ
ん

だ
形
に
な

っ
て
い
る
の
が
漏
斗
胸

(
ろ
う
と
き
ょ
う
)、
逆
に
こ
こ
が

張
り
出
て
い
る
の
が
鳩
胸
寸

i

(
は
と
む
ね
)
で
す
。

一
口

漏
斗
胸
の
ほ
う
は
、
ぅ
一

}

J

ん
と
へ
こ
ん
で
い
る
と
肺
一

や
心
臓
が
胸
骨
と
背
骨
と
で
前
後

か
ら
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
ど
う
き

・
息
切
れ
や
体
が

や
せ
型
に
な

っ
て
背
中
が
丸
く
な

平成元年11月

〔ドックを受けましょう〕

広報うおづ)
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'tz

、

休
日
・
深
夜
な
ど
の
受
診
は

真
に
必
要
な
場
合
の
み
に

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
割
高
に

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
初
診
料
で
い

う
と
、
時
間
外

(午
後
日
時

i
午
前

6
時
ま
で
の
聞
を
除
く
。)
で
は
七
五

O
円
、
休
日
は
二
、
一
O
O
円
、
深
夜

(午
後
叩
時

1
午
前

6
時
ま
で

の
間
)

は
四
、

二
O
O円
が
そ
れ
ぞ
れ
加
算
さ

れ
ま
す
。

単
に
都
合
が
よ
い
か
ら
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
安
易
に
割
高
な
受
診
を

続
け
て
い
る
と
、

医
療
費
が
ふ
く
ら

ん
で
、
本
人

(
3
割
を
負
担
)
は
も

ち
ろ
ん
、
国
保

(
7
割
を
負
担
)
の

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

限
り
あ
る
医
療
費
の
財
源
を
有
効

に
使
う
た
め
に
も
、
ム
ダ
な
医
療
費

は
で
き
る
だ
け
節
約
し
た
い
も
の
で

す
。

る
よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
大

部
分
は
日
常
生
活
に
別
に
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。

鳩
胸
の
ほ
う
も
先
天
性
の
も
の
が

ろ

う

と

さ

さ
つ

は

と

む

ね

漏
斗
胸
と
鳩
胸

ほ
と
ん
ど
で
、
健
康
上
は
何
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
後
天
的
に
く
る
病

や
カ
リ
エ
ス

・
心
臓
病
な
ど
で
起
こ

る
場
合
は
、
原
因
に
な

っ
て
い
る
病

こ
の
こ
と
は

「
往
診
」
の
場
合
も

同
様
で
す
。
自
分
で
医
者
ま
で
行
け

る
の
に
、
単
に
め
ん
ど
う
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
往
診
を
頼
め
ば
、
や
は

り
割
高
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
受
診
は
、
お
医

者
さ
ん
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
る
の
で
、

真
に
や
む
を
え
な
い
場

合
の
み
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

気
を
治
す
こ
と
で
す
。

漏
斗
胸
も
鳩
胸
も
、
見
た
目
を

考
え
て
治
し
た
け
れ
ば
手
術
を
受

け
ま
す
。

こ
れ
は
、
重
要
な
臓
器

勺

一
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

学

一

の
で
、
比
較
的
簡
単
に
で

医

一
き
ま
す
が
、
多
少
の
傷
あ

一
と
は
残
り
ま
す
。
手
術
を

す
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
い

つ
ご
ろ
が
よ
い
か
、
な
ど
は
よ
く

考
え
て
か
ら
に
す
る
と
よ
い
で
し

ト
晶
、
寸
J

。



保健だより
(11月〉

、理屈だけ知る

健康より ます、実行、

内 噌F高司司「 対 象 と

母親学級 (B) 妊婦とその家族 11月24日ω
育児サロン 幼児と保育者 11月24日働

11月9日(木)
4か月児健診 4か月児

11月30日(木)

8か月児健診 11月22日(*)
8か月児

離乳食講習会 11月24日幽

1歳6か月児健診 63年 4月生まれの児 11月28日(火)
ツベルタリン反応検査

8か月児
11月22日(7}()

B・C・G予防接種 11月24日幽

股関節脱臼検診 満 3か月児 11月2日(柑

3歳児健診
61.10.16-61.10.31生まれの児 11月1日休)

61.11.1-61.11.15生まれの児 11月15日休)

心の健康相談 一般市民 11月28日(刈

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

11月2日(木)

(リハビリテーション) 11月16日(木)

健 康 相 吾日火央 一般市民
11月16日(木)

11月14日(刈

毎週月曜日

毎週月 ・木曜日

健康体操と
一般市民 毎週月 ・金曜日

健康相談

毎週火曜日

毎週水曜日

毎週木曜日

11月9日休)

11月10日幽

胃がん検診 一般市民 11月14日(刈

11月28日(火)

毎週水曜日

11月10日働

11月14日(刈

子宮がん検診 一般市民
随時

11月10日幽

乳がん検診 一般市民

11月14日(刈

き

9 :30-16:00 

10 : 00 -11 : 30 

13 :00-13: 30 

13 :00-14 :00 

13 :00-13: 30 

13 :00-14 :00 

13 :00-14 :00 

13: 30-14 :00 

13 : 00 -13 : 30 

13: 00 -14 : 00 

13 : 30 -15 : 00 

10 : 00 -15 : 00 

13 : 00 -14 : 00 

10 : 00 -11 : 30 

10 : 00 -11 : 30 

19:30-21 :00 

10 : 00 -11 : 30 

9 :30-11 :00 

10 : 00 -11 : 30 

10 : 00 -11 : 30 

9 :30-11 :00 

9:30-11 :30 

19 : 30 -21 : 00 

8:45-10:00 

9:00-11 :00 

13 :00-14 :00 

平成元年11月 広報うおづ (12)

お問い合わせは

111 魚津市健康センター

(吉島)ft24-3999 

と ー ろ 備 考ー
ーーーーーーーー・・ー・・ーーーーーーーーーーーーーーーー-ー→ 昼食をご持参くださし、。

ツベリクリン反応検査
色津市健康 を併せて行います。
センタ ー 麻しん、おたふくかぜ、

風しん出合接持{券を発

行します。
f必ブラシとタオルをご
持参ください。

魚津市健康センター

魚津保健所 お母さんの貧血検査も行いま1

魚津保健所 尿の検査があります。

魚津保健所 老人ボケの相談も受けます。

魚津市健康センター
副|絹{は10: 00 -12 : 00 

診察は13: 00 -14 : 00 

魚津市健康センター 』拾(11庄擦司がIIJ受):E.け心ら1屯れ区トま検す尿の・

百 楽 荘 JUl圧illlJ定 ・相談

下中島公民館

ニ ケ公民館

大町公民館

本江公民館
-体操の出来る服装で

経団公民館
おいでくださし、。

道下公民館

村木公民館
-日をきめて健康相談

西布施公民館
も実施しています。

魚津市健康センタ一一((女男一) ) 

宮津公民館

片貝公民館 料金 720円

上野方公民館 ただし、4月1日-3月31

加積公民館
日までに40、50、60;訟に
なる人、 70歳以上の人

色 津 i魚、 協 i立書黒木l

黒部保健所ー 、 ・子'ジfがんは30歳も

上野方公民館
無料

+ 申し込みは、 県音IS保健
加積公民館 月千戸、 定~52-1224

料金 1，030円

市内産婦人科、病、医院 ただし、4月1日-3月31

申し込みは健康センター 日までに30、40、50、60

歳になる人 520円

料金 1，130円
上野方公民館 ただし、4月1日-3月31

13 :00-14 :00 日までに30、40，50、60

加積公民館 歳になる人、 70歳以上

の人無料

。がん検診希望者は、実施日10日前までに魚津市健康センターへお申し込みください。予定数に達し次第締め切ります。
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種
内容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

13 : 30 -14 : 00 
魚津市健康センター -体温は自宅で計ってきてくだ

該当地区 さい。

百日せき
-第 1期=3回接種

11月 6 日 (JJ)
大町、村木、住吉、 -母子健康手帳 ・印かんを持参

ジフテリア
(24か月 -48か月児) 上中島、上野方、本江 ください。

破傷風
-第2期=1回のみ接種 松倉、片員、加積、 ※接種できない禁忌事項

(三種混合)
(第I期完了後12か月 11月 8 日 (水) 道下、経団、 天神、 l発熱又は心臓 ・じん臓 ・肝臓

-18か月の間) 西布地 疾患などのために治療してい

11月 29日 かJ，)
受けなかった全地区 る者。

の方 2鶏卵 ・鶏肉を食べて発しんが

• 3歳-5歳児で施設
13 : 30-14 : 00 でたり、下痢をしたことのあ

などに入っていない
第 l回接種 第 2回接種 る者。

幼児。
10 11月10日幽 坪野小学校 3接種前 l年以内に、けいれん
月

• 15歳以上、高校、一般 11月13日(月)
片貝小学校 の症状を起こしたことのある

(なお、この注射は 1
第 西布施小学校 者。
一

インフル -4週間の間隔で2 回
11月14日(刈 上中島小学校 4過去において、この予防接種

エンザ 回接種。それぞれ該
接 11月20日(円) 松倉小 学 校 により、冨Ij反応を起こしたこ

当地区の小学校で受
極ず

11月21日(火)
住吉 小 学校 とのある者。

けてください。
み 経団 小 学校 5その他、接種を行うことが不

-接種料金
11月1日(水) 11月30日(木) 上野方小学校 適当と認められた者は接種で

※3歳-15歳未満児無
11月6日(月) 12月5日(刈 大町小学校 きませんので、ご注意くださ

料。
11月8日(水) 12月5日(刈 本江小学校 し、。

※15歳以上、高校、一般
11月9日休) 12 月 6 日 ~K) 吉島 小 学校

はl回につき400円。
11月13日(月) 12月7日(木) 村木小学校

11月14日(刈 12月8日幽 道下小学校

接防予
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r静……お気軽にどうぞ相談案内…勺 ~~1i!i~~
:無料法律棺:談 内戦挙区.....談・ j

お

0と き 11月28日(刈午後 l時-4時

0ところ 市役所会議室

県弁護士会の弁護士が法律相談を行

います。

ご希望の方は、前日までに市役所市

民相談室へお申し込みください。

ft22ー2200内線161

-行..........政 ..稲談

0と き 毎月第 l・第 3木曜日

午後l時-4時

0ところ 市役所市民相談室

市裟 ..稀 三談

0と き 日曜 ・祝日及び第 2・第4

土曜日以外の毎日午前9時~

午後5時 (土曜日は午前12時

まで)

高年齢者:職業相談:

0と き 日曜、祝日及び第 2・第4

土曜日以外の毎日午前9時~午

失ロ ら せ

0と き 毎週火 ・水・金曜日

午前 9時~午後4時

0ところ 市役所商工観光課内

...火....権"':;:;::::手陣...音楽

0と き 11月10日幽

午後 1時-4時

0ところ 魚津サンプラザ3階

:::::q~~溜さを :稲談

0と き 11月24日幽

午前9時~午後4時

0ところ 魚津市福祉センター

百楽荘

::;::::愛遥挙設相殺:

0とき 11月15日・12月20日

各午前10時~午後 3時

0ところ 魚津総合庁舎(新宿)

移動締J(粕:談:所そ無料)

家庭内のいざこざや男女問題・結婚・

遊漁船業を営む皆さんへ

「遊漁船業の適正化に関する法律」が

10月 1日:から施行され、遊漁船業を営も

うとする方は、営業所ごとに、県知事へ

届出ることが義務づけられました。

現在、遊漁船業を営んでおられる方は、

11月30日までに、届出てください。

また、今後、営まれる方は、あらかじ

め届出てください。

0届出先 富山県水産漁港課漁政係

干930富山市新総曲輪l番7号

ft( 0764)31-4111(内線585)

詳しくは、上記又は市役所水産課、 お

近くの漁協の窓口までどうぞ。

電気暖房器具は

取扱説明書をよく読んで

正しく使いましょう

お使いの暖房器に、異常はないですか?

ホまだ大丈夫は、もうあぶないb…のです。

ご家庭で、点検する習慣をつけましょう。

不安なときは、お求めの版売庖へ。

電気毛布(敷毛布)に 北陸電力魚津営業所

異宇M いですか。 ft24-1400

';r<( y-l.._ ¥ ~♂』九
~ノr.il:.、 l~、Z了、-

I .'(\-t_~ ( ( 、合♂苫，yr-...._ ~n'~ 

|‘主力.7¥・r紋i-"(げ1 弘
あんかは正しく コードはいたんで

イ安いましょう 。 いませんか。

一一一平成元年11月 広報うあ、づ (14)

〈敬手伝略〉
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[>魚津善意銀行へ (10月11日現在)

石野ひとみ大光寺 30，000円

野村幸男立 石 10，000円

(却魚津銀金吉 島 5，000円

ユニー魚津庖 釈迦堂 13，260円

(制晒屋孫人友 道 300，000円

西浦善雄諏訪町 50，000円

(制紙谷由松本 江 100，000円

藤田銑太郎村木町 50，000円

石野秀雄新角川二丁目 50，000円

小柳むら新 宿 10，000円

長谷川浩美吉 島 5，000円

東田五朗新 宿 50，000円

沢村兵治火の宮町 30，000円

石川太一石垣新 100，000円

清河平三郎 北 山 100，000円

朝田静雄新 宿 100，000円

大沢一男大海寺新 20，000円

松本 実中央通り二丁目 30，000円

魚津第二保育園職員一同 3，848円

松倉秀雄本町二丁目 100，000円

高見清一村木町

飛世譲川縁

有沢武雄本町二丁目

若林甚之丞東 城

江口菊枝港 町

10，000円

50，000円

5，000円

50，000円

50，000円

10月号の浜田悦朗は経由悦朗の誤りでした。

訂正してお詫びします。

⑧⑮⑧⑧⑩ 

このたび、市内長引野の野口秀雄きん

から、花と緑の銀行魚津支庖へ、スカシ

ユリ(紅の舞)の球根2千球の寄付があり 、

市内の幼稚園・保育園及び小・中学校な

どに配布されました。

〈ご利用ください〉キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー水族館無料休憩所ー
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現行の標準小作料は、昭和62年から平

成元年まで適用することになっておりま

した。 しかし、近年の農業事情の大きな

変化に対応するため平成元年度において

改訂することになり、 10月の農業委員会

総会で次のように決まりました。

0適用期間

平成元年4月 1日-4年 3月31日

0適用作物水稲

<10アール当たり 〉

区分 収量 標準小作料

1 520 kg 27，300円

2 500 23，100 

3 480 19，000 

4 460 14，900 

5 440 10，700 

6 420 6，600 

環衛公庫融資
環境衛生金融公庫では、飲食 ・理容 ・

美容 ・旅館 ・クリーニングなどの環境衛

生関係の方に、庖の新・増 ・改築や器具 ・

備品の購入に必要な設備資金や、営業の

振興、経営の合理化に必要な運転資金を

融資しています。

0間合先環境公庫業務部

宮 03(582) 5416 

失ロ ら

~通遺児等の

育成資金貸付け

informαtioη 

手不用品交換ぷ~\;\;

せ

交通遺児等のすこやかな育成のために、

資金を無利子でお貸しします。詳しくは

市役所生活環境課 (fi22ー2200内線141)

までご連絡ください。

自動車事故重度後遺障害者の

介護 料 支給
自動車事故による常時介護を必要とす

る重度後遺障害者を抱える家族の精神的・

肉体的・経済的負担の軽減を図るため、

「自動車事故センター」から介護料が支

給されます。

詳しくは、市生活環境課(宮22ー2200

内線141)へお問い合わせください。

下椿潟水路の断水
市農林土木課では、用水路の改修工事

のため、下記のとおり用水路を断水しま

す。

・断水期間 平成元年10月9日~

2年 3月20日

・断水区域下椿用水路全域

平成2年用母欄便附
b発売日 11日2日嗣

b種類①裏面が無地のもの (41円)

②裏面に「千両に虹ひわJr実南天」

「新雪の立山と雷鳥」を描いた

3種(それぞれ46円)

求めています/く求人情報〉
性別 職種 年齢 賃金 地区 人員 資格等 | 

経理事務員
万円
住 E 大学卒50- 16.0-30.0 1 

営業員 18-30 11.0-14.0 新金屋 2 普高卒免以上

男 警備員 18-50 14.3-20.0 本江新町 2 普免

化学工 56-60 18.3-20.3 本 新 l 
化学工場製造
部門経験者ー

機械研磨工 18-50 9.2-13.0 新金屋 2 不問

販売員 18-45 10.0-11.0 中央通り 2 経験者優遇

加工 18-50 9.9-11.8 本 新 3 不問
包装作業

女
サ ッシ部品

18-55 9.5-12.0 本 江 6 不問
取付工

組立及び 18-45 10.9 大海寺野 3 不問
包装工

検査作業員 19-30 10.5-11.0 江 口 2 
高卒、自動車
通勤可能な方

.ゆすります

[>電気オル方、ン(高さ75cm、奥行40cm、

長さ90cm)

[>電気足温器 [>電気ストーブ

bパン焼き器 [>カーボンの投げざお

[>楽譜面立て [>セミダブjレベッ ド

[>シート車庫(Y-120型) [>温水洗浄器

bヘルメット(黒、ホンダアミー)

.もとめます

bうば寧(昔の形で重厚なもの)

1>カーシート(赤ちゃん用) [>冷蔵庫

[>自転車(小学校低学年女子用)

0申込み ・間合先 市役所総務課行政係

fi22ー2200内線221

11月のLR怒久保安調査

実施地域…加積地区(吉島住宅 ・吉島)。

調査には県認定LPG保安センタ一新川

地区支所調査員が伺います。宮24-5340

『ゴムキャップの装着・

安心の小道具』

使っていないガス元栓には、ゴムキャ

ップを付けましょう 。

4 献血にゆ
ご協力ください

0日時 11月18日ω
午前10時~午後3時30分

0場所魚津サンプラザ前

探しています.~.; ， ~家職情報
性別 希望職稜 年齢 地区 希賃望金 免許 ・資格 前職・経験等 学歴

営 業 31 緑町
万円 普免 自動車販売10年 高校20 2級自動車盤備

長邑~ 業 20 本江 15 普免 プレス加工1年 高校

男 運転手 45 吉島 15 普免 土木 中学

普免・水道資任技術
配管工 39 大海寺野 22 

LP>'!ス・建築配管l級 配管13年 高校

機械工 40 仏国 25 普免
アルミサッシ

中学加工販売4年

建築設計
21 新角川 10 普免

トレース、ワー
高校トレース プロ、受付2年

事務員 20 村木 10 普免 検査2年 高校

女 トレーサー 24 緑町 12 
普免・丙種危険物免許

設計トレース 高校アマチュア無線免許

一般事務 25 六郎丸 10 
普免珠算3級

事務4年 専門
簿2・ペン3・秘3 学校

ー経コ理オンペ事ビ務レュー-又はタ7 22 江口 11 
普免

積算3年 高校珠算2級・簿記l級

※詳しくは、魚津公共職業安定所(会24ー 0365)へお問い合わせください。求人テレホン・サービス ft24-8841 男子(月~木)、女子(金~日)

〈ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600
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時

小

田

桐

誠

嫁
の
タ
メ
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姑
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ハ
ギ
シ
リ
小
林
千
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勢

水
墨
画
レ
ッ
ス
ン
集

塩

沢

玉

聖

女
の
再
就
職

原

田

静

枝

人
生
ま
ん
だ
ら

松

尾

心

空

私
た
ち
の
住
む
星
地
球
が
汚
さ
れ
て

い
る

富

永

健

〈
文
学

・
小
説
〉

気
分
は
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス吉
永
み
ち
子

山

田

太

一

小
沢

昭

一

沢
木
耕
太
郎

遠
く
の
声
を
捜
し
て

裏
み
ち
の
花

王
の
闇

ペ
ル
ソ
ナ
・
ノ
ン
・
グ
ラ

l
夕

、

，

i

ψ
/
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

夏

樹

静

子

¥
折
戸
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G
険
円
月
の
お
し
ら
せ

青
ほ
お
ず
き

津

村

節

子

ィ
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I
l
l
-

死
者
は
ま
ど
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む

小
池
真
理
子

リ
ト
ル
ボ

l
イ
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リ
ト
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ガ

l
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内

館

牧

子

夢
の
椅
子

大
原

富
枝

泥
棒
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片
道
切
符
で

赤

川

次

郎

白
い
手

椎

名

誠

下
天
は
夢
か

1
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津

本

陽

三
年
坂

伊

集

院

静

ビ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト

村

上

龍

猟
人
の
眠
り

中

川

裕

朗

橋
田
寿
賀
子
と
素
敵
な
勾
人
橋
田
寿
賀
子

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

日
月
の
日
曜
開
館

、
え
い
が

空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん

こ
う
さ
く

モ
ビ
l

ル
を
つ
く
ろ
う

、
え
い
が

り
す
の
パ
ナ
l

こ
う
さ
く

こ
ま
あ
そ
び

マ
と
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時
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時
初
分

マ
と
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ろ
魚
津
市
立
図
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マ
対

象
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(材
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お
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ま
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ん
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)
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火
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火
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き

日
月
ロ
日
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2
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曜
)
時
汗
一
課

日
月
初
日

(第

4
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曜

)
i
i

翌
日
(
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曜
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)
は
休
館
で
す
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録
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テ
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H
月
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日
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ロ
月
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日

・
凶
日
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成
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年

1
月
日
日

・
お
日

・
2
月
8
日

・
日
日

・
勾
日

・

3
月
8
日
・
日
日
の
叩
因
。

い
ず
れ
も

O
木
曜
日
の
午
前
叩
時

1
ロ
時

O
講

師
松
倉
由
記
子
先
生

(
話
力
研
究
所
員
)

O
{疋

ロ貝

O
と
こ
ろ

初
名
魚
津
市
立
図
書
館

宮
②
0
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表会発 音楽教室 上庖楽器川

催

遊会さ 稚幼園
演会こタ ・
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期定回 奏楽部 工業高 表会発 豊暢流
物
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P
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臥
砂
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fi--告
割
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一
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「
ぃ
レ

先
日
、
テ
レ
ビ
で
胎
マ
リ
ッ
ク
の

大
魔
術
を
見
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

彼
は
複
数
の
女
性
に
自
分
の
H

気
H

で

も
っ
て
意
志
を
伝
え
る
と
い
う
か
離

れ
技
。
を
演
じ
、
会
場
を
唖
然
と
さ

せ
ま
し
た
。

ト
リ

ッ
ク
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し

て
、
あ
る
種
の
人
間
に
こ
う
し
た
才

能
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
利

用
の
仕
方
で
は
ま
こ
と
に
有
益
で
あ

り
、
ま
た
危
険
で
あ
る
と
言
え
ま
し

ょ
う
。
現
代
へ
至
る
科
学
の
進
歩
が

ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
総

て
は
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

人
聞
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
間
に
理
智
と
情
念
の
二
面
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
理
に
重
要
性
を
見
て

き
た
過
去
を
、
今
、
情
で
修
正
す
る

必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
間
テ

ス
ト
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
一
の

息
子
が
マ
リ
ッ
ク
と
い
っ
し
ょ
に
ス

プ
ー
ン
曲
げ
に
挑
戦
、
な
ん
と
/
曲

が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
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